子どもを勉強好きにさせる学習法
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講演内容
無駄な勉強を徹底的に排除することで勉強以外の時間を捻出し、その空いた時間を好きなことや習い事に使う。それが鶴田式の目指すものです。その結果、不毛な親子喧嘩もなくなり、楽しい家庭、きれいなママになっていくのです。無駄な勉強を排除したら、結果として先取りができるようになりました。
1. 勉強嫌いにならずに勉強が出来るようになる３カ条
1 出来ないことや忘れたことを決して責めない。
2 勉強を習慣にしない。というか勉強は決して習慣になどならないし、してはいけない。
3 ドリルをしない。最悪なドリル百ます計算、ワンパターンな計算も問題外
2. 勉強好きにさせ、自発的に勉強をさせるための３カ条
1 出来たことではなく、やったことを褒める。
2 まだ１問でも、残り１問でも、限界を感じたらすぐに止める。全くしない時の対処法
3 大きな成功体験は要らない。小さな成功体験をたくさんさせる。
3. 算数早教育の意味
1 脳の成長に則した学習（記憶系学習を早教育で行う愚かさ）
2 早くはじめて、ゆっくり学ぶ
3 出来る喜びを体験して、勉強の楽しさを知る。
4 小学校高学年に余裕を作る学習方法
5 勉強は科学
6 出来ないのは、教え方が悪いからで、子どもの問題ではない。
7 宿題をたくさん出すのは、教え方の悪さを親御さんの責任に転嫁するため。
8 「もうソロバンは要らない」２０年後に使える知識を前提にした勉強が大切。
9 点数は問題ではない。僅か１問の間違いでも間違えた原因を追究することが大切。
10 文章問題は、読解と計算だけでは解けない。学校や塾で教えない数式化が一番大切
11 漢字の学習に書き取りはナンセンス！
4. 幻想
1 中学生では遅すぎる、ことなどない。但し、親御さんの覚悟が必要
2 パズルを解いても、勉強が出来る様にはならない。
3 グループ学習は、競争を助長しているだけで、勉強をさせているわけではない。
4 子どもが楽しければ、いいわけではない。
5 小学生の時代に点数を取っても、本質を理解していなければ先に繋がるとは限らない。
6 ＩＱを伸ばす訓練は、部屋の温度を上げるのに温度計に息を吹きかけるのと同じ行為
5. おまけ
1 覚えて帰って「２桁のかけ算の暗算」
2 私が開発した６００種類以上のプリントが出来るプリントシステムをプレゼント
